
自治基本条例の実効性を高める

こういう時だからこそ、自治基本条例

「野球は9人でやろう」



最高規範性

２つの意味

１．逗子市の自治経営の基本規範（体系化）

２．まちや暮らしをよくしていくための基盤（土台）としての規範

●具体化する仕組みをつくっていく
・協働条例
・地域コミュニティ促進条例

●実践を続けていくこと



最高規範＝実効性を高めるために
⇒「自治基本条例」とは何か

１．自治の基本に戻る（市民自ら考え、判断する＝当事者性）

２．これまで力を出していない人が存分に力を発揮する
（９人野球のルール）

これで、難局を乗り切っていく



自治基本条例で大いに力を出してもらう

市民が変わる

1．自治の当事者として、自ら考え、判断する

２．知識、経験、行動力を存分に発揮する市民
•市民の位置づけ

・市民の権利と役割

・参加、協働を後押しする規定

・情報共有

・参加協働の規定

・支援のための規定



自治の当事者 市政に関心を持つ、考える
候補者のための選挙から、有権者のための選挙に

市長選挙・公開政策討論会（新城市）

公開政策討論会条例へ（新城市）

（まちづくりの基本原則）
第４条 まちづくりの基本原則は、
次のとおりとします。
(1) 市民主役の原則 市民一人ひ
とりが主役となってまちづくり
を進めます



市民自らが、自治の当事者になる

市民ファシリテーター（牧之原市）

「対話による協働のまちづくり」を推進するため、参
加した市民が楽しく主体的に話し合うために技術が必
要となる。
この役割を専門家に依頼するのではなく、市民自身

に担ってもらうため、「まちづくり協働ファシリテー
ター」養成講座を開催し、技術を習得してもらう。

(対話の場とひとづくり)
第14条 市は、自由な立場でまちづくりについて意見交
換できる対話の場を設置するよう努めるものとする。
2 市は、協働のまちづくりを進めるための人材の育成に
努めるものとする。



若者に存分に力を発揮してもらう

若者議会

若者に1000万円の予算提案権（愛知県新城市）

逗子市



守る自治会・稼ぐ自治会

きらりよしじまネットワーク

自治会・町内会にも、存分に力を発揮してもらう



•お礼品の品数が日本一
お礼品数 1,000品以上（140社）
2位以下を圧倒

たった1年半で日本で2番になった

オール焼津で産業振
興に取り組みます！

事業者も存分に力を発揮してもらう

＜ふるさと納税＞

（事業者が尊重されること及び守ること）
第８条 事業者は、地域社会の一員として、周辺環境との調和に留意し、暮らしや
すい まちづくりに寄与するよう努めます。
２ 市民（事業者を除く。）、議会及び市長等は、事業者が行う経済活動がまちづく
りに 貢献するものであることに鑑み、事業者の活動に対する理解に努め、事業者
とともに まちづくりに取り組みます。



自治基本条例で大いに力を出してもらう

職員も存分に力を発揮する
１．地方自治法の職員

市長の補助機関
普通地方公共団体の長は、その権限に属する事務の一部をその補助機関である職員に委任し、又 はこれに臨時に代
理させることができる（地方自治法153条）。

２．これからの職員

・市民や事業者を
後押しする職員

(職員の責務)

第13条 職員は、市民のために働く者として、
公正かつ誠実に職務を行います。

2 職員は、職務に必要な専門的知識の習得及
び能力向上に努めます。

3 職員は、自らも地域社会の一員であることを
自覚し、市民としての責務を果たすとともに、協
働によるまちづくりの推進に配慮して職務を行
います。 【新城市自治基本条例】



行政や市民が力を出す根拠をつくる

目の前に課題があっても、
→どこに法的根拠があるのだというクレーム

職員が安心して行動できる裏付けをつくる

条例・・・正当性、納得性が高いから

空き家対策条例

空き家への立ち入り調査

議会・議員も存分に力を発揮する



市民、行政、議員の３者が一堂に会し、知恵を出す（焼津市）

今年の大ワールドカフェの様子

議会も主催者

９人で野球
をやる

（まちづくり市民集会）
第 17 条市長は、協働してまちづくりを進めるため、まちづくり
市民集会を開催します。
２ まちづくり市民集会は、市民、議員及び市長等が参加し、地域
社会の課題や焼津市 の未来について意見交換し、情報を共有す
ることを目的とします。
３ 市長は、特別の事情がない限り、まちづくり市民集会を年 1 回
以上開催します。


